
9 月 28 日（水） 

真田消防署に行ってきました。 

消防車も救急車もかっこよかった！ 

10 月 13 日（木） 

市民の森に行ってきました。 

お馬さんは大きかったねぇ‼ 

い き い き♪
真田で楽しく！元気に！暮らしたい人のためのフリーペーパー
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ホームヘルパーステーションアザレアンでは、訪問介護、総合事業（訪問型独自サー

ビス）、有償日常生活支援サービス、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、居宅介護・重

度訪問介護のサービス提供をしています。 

 真田地域で暮らす皆様の「最期まで住み慣れた自宅で過ごしたい」というお気持ちに

寄り添い、生活を支えたいと思います。 

ヘルパーはケアマネジャーの立てた計画に沿ってサービス提供いたします 

 

身体介護・・・排泄介助（オムツ交換、トイレ誘導等）、食事介助、入浴介助、 

服薬介助など 

⇒トイレや入浴の介助は、そのお宅の造りにより知恵と介護技術が

必要な場合があります。そんな時に頼りになるのがケアマネジャー

はもちろん、福祉用具の担当者・訪問看護師や訪問リハビリの担当

者など多職種の皆さんと知識を持ち寄って問題の解決を図ります。 

生活援助・・・ご利用者様の生活スペースの掃除、ご本人対象の洗濯や買い物、調

理などを行います。 

公用車を使用し、ご希望の買い物の代行

をさせていただくこともあります。 

（利用者様をお乗せすることはできません）

お洗濯のお手伝い。お話をしながら一

緒に家事をしたり、出来ることはご自

分でしていただけるよう声掛け援助を

させていただきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※ケアバッグの中身

陰洗ボトル

体温計

使い捨て手袋

清拭布

携帯（スマホ）

資料ファイル資料ファイル

消毒液

うわ履き

利用できる対象者は、 

・訪問介護：対象「要介護1～5」の認定を受けた方。身体介護、生活援助サービス。 

・総合事業：対象「要支援1・2」の認定を受けた方。生活援助サービス。 

・有償日常生活援助サービス：介護保険対象外のサービス。 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護：「要介護1～5」の認定を受けた方。短時間の身体介護を中心

とした24時間対応サービス。 

・障がい福祉サービス（居宅介護・重度訪問介護）：対象「障がい支援区分1以上」と認定された方。 

ヘルパーステーションの事務所は、 

つくし自治会の 

「サービス付き高齢者向け住宅」の中にあります。

お問い合わせは  

☎ 0268-75-1203 まで 

  



 

 

 

 

 

8月4日 今日は待ちに待った馬鈴薯の収穫日・・・と言ってもどうにかできそうです。一時はどう

なるのか心配しました。 

実は、7月29日に芋ほりをやる予定でしたが、雨の少ない梅雨が明けたら今度は2度目の梅雨に入っ

たような雨続き。しかも前日28日はバケツで押し開けたような激しい雷雨に見舞われ、芋ほりどころ

ではないひどい状態になってしまい、延期をせざるを得なく成りまし

た。延期日は8月4日に決めたものの、8月に入っても天気はあまり芳し

くなく雨が降らない様に祈るばかりでした。［もしできなければどうし

ようと頭の中に不安がよぎりました］ 

そして8月4日、まずい事に雨がポツリと降ってきたのです。思わず

「やってしまった」と思い、同じえぼし会の青木さんに電話をしたと

ころ「横尾は降っていないよ。やりましょう！」と嬉しいご返事。思

わず心の中で「やったあ!!」と叫んでしまいました。 

「猛暑になるといけないので、朝早くからやりましょう!!」と言う事

で、私もいつもより早く畑に到着しましたが、すでに大勢の職員の方

が来ており、葱の周りの草取りを始めていました。しかも小林理事長

も来てくださり作業を始めておりました。 

 私も早速、耕運機〔スキ付〕で作業を開始しました。掘り始めれば

やはり機械です。30分もかからないで堀終わり、後は拾うだけ。しか

も、今年もかわいいゲスト、「ナーサリーさなだ」のちびっこが特別参

加!!やはりかわいいですね!! 

作業は終わりました。今年は豊作とは言えませんが、グループホーム・宅老所に配布することが出

来ました。しかも今年は、初めて作りました「アンデス芋」も交えて

配りました。そして各事業所から「ありがとう」の言葉。この言葉で

苦労も吹っ飛びます。 

終わってみれば、今年ほどヤキモキした年はありませんでした。種

芋が市販に無かったことから始め、雨にたたられた取入れ、しかも不

作でした。けれども物は考え様、長い間の一コマと思えば気も楽にな

ります。 

報告者  えぼし会代表世話人  柳澤 邦男 

 

その 8 

 本年度、法人は３０周年を迎えます。これからも地域を大切にして活動していきます！ 
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